
・一

，

、

‘ ‘

罰
，
．

」改賢”艶［7ザ双巴．椰

昭和33年4月25日発行

　
　
　
　
、

慰
謝

号77一第

昭和33年4月25日

　　発行　所
　宮崎県東臼杵郡

東郷村役1

　　日向市富高

難要騰印嗣所
　　電話64番

囎戸男酬叩∵ゲ噛
．7 C腎了町’■叩 ��D377響聯町翠馴阪野丁黙7．

’

r．1「、T「7研’ �冝v曜T叩【冊，1「、’－．、「可帥
．♂1物」？．．｛「、「1りで

昭
和
三
十
三
年
度

東
郷
村
教
育
方
針
と
努
力
点
に
つ
い
て

　
本
村
の
教
育
が
村
内
各
校
に

在
職
の
八
六
名
の
先
生
方
の
御

努
力
と
理
事
者
を
始
め
村
内
各

位
の
教
育
に
対
す
る
熱
意
に
よ

り
ま
し
て
年
一
年
と
本
村
教
育

が
進
展
し
ま
す
こ
と
は
同
慶
に

堪
え
ま
せ
ん
。
深
甚
の
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
本
年
度
も

倍
旧
の
御
協
力
を
御
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
本
村
教
育
委
員
会
で
は
本
年

度
の
教
育
方
針
を
左
記
の
よ
う

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
我
が
国
の
教
育
方
針
に
遵

　
い
本
村
の
実
態
に
立
脚
し
て

　
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を
行

　
い
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民

　
の
育
成
を
期
す
る
と
と
も
に

　
愛
郷
心
、
愛
国
心
の
聲
培
に

　
つ
と
め
る
。

一
、
教
育
財
政
の
健
全
な
運
営

　
に
よ
り
教
育
施
設
の
整
備
充

　
実
を
は
か
る
と
と
も
に
既
設

　
設
備
の
完
全
利
用
と
愛
護
に

　
つ
と
め
教
育
効
果
の
向
上
を

　
期
す
る
。

一
、
教
育
活
動
の
正
し
い
運
営

　
に
よ
り
地
域
社
会
の
向
上
に

寄
与
し
得
る
実
践
的
社
会
人

　
の
育
成
を
期
す
る
。

一
、
本
村
の
現
実
に
か
ん
が
み

自
主
性
、
協
調
性
、
科
学

性
、
創
造
性
、
積
極
性
を
培

　
い
生
活
力
旺
盛
な
人
間
の
育

成
を
は
か
る
。

一
、
現
職
教
育
の
充
実
を
は
か

り
教
養
を
深
め
品
性
を
高
め

教
育
者
た
る
の
使
命
観
の
確

立
を
期
す
る
。

（
社
会
教
育
）

一
、
公
民
館
を
中
心
と
す
る
社

会
教
育
活
動
に
よ
り
産
業
の

振
興
、
生
活
文
化
の
向
上
、

社
会
福
祉
の
増
進
を
は
か

る
。一
、
民
主
団
体
の
健
全
な
る
育

成
に
つ
と
め
そ
の
本
質
的
活

動
の
促
進
を
は
か
る
。

一
、
実
生
活
に
直
結
す
る
申
堅

産
業
人
の
養
成
に
つ
と
め
生

産
教
育
の
浸
透
拡
充
を
は
か

　
り
地
域
社
会
の
振
興
に
資
す
・
六
、
学
力
の
向
上

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
事
の
合
理
化
と
完
全
授
業

こ
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
本
年
　
　
実
施

度
の
努
力
事
項
は
次
の
と
お
り
　
　
旧
習
の
指
導

に
決
定
し
ま
し
た
。
　
’
　
　
　
七
、
健
康
教
育
の
振
興

一
、
村
立
学
校
の
施
設
の
整
備
　
　
体
育
施
設
の
充
実
と
活
用

　
老
朽
危
険
校
舎
で
あ
る
越
表
…
学
校
環
境
の
健
康
的
整
備
、

　
小
学
校
の
改
増
築
　
　
　
　
　
学
校
給
食
の
推
進

一一

A
学
校
管
理
の
適
正
　
　
　
　
八
、
産
業
教
育
の
振
興
，

　
学
校
事
務
の
合
理
化
と
責
任
　
　
学
習
園
、
実
習
地
、
動
物
飼

　
体
制
の
確
立
教
職
員
の
勤
務
　
育
、
学
校
林
の
教
育
的
経

　
の
厳
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
、
進
路
指
導
の
強
化

三
、
道
徳
教
育
の
徹
底
　
　
　
　
九
、
新
…
生
活
運
動
の
推
進

　
生
活
指
導
の
徹
底
、
子
供
会
　
　
生
活
意
欲
の
昂
揚
、
生
活
の

　
の
指
導
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
理
化
と
科
学
化
、
新
し
い

　
地
域
社
会
と
の
緊
密
な
連
携
　
道
徳
運
動
（
人
権
尊
重
」
助
．

四
、
情
操
教
育
の
充
実
　
　
　
　
け
合
い
運
動
、
公
衆
道
徳
、

　
視
聴
覚
教
育
の
充
実
ど
活
用
　
　
青
少
年
の
不
良
化
防
止
）

　
芸
能
科
の
振
興
、
環
境
の
美
　
一
〇
、
社
会
教
育
関
係
団
体
の

化
9
育
成
強
化
指
導
者
の
養
成
と

五
、
科
学
教
育
の
振
興
　
　
　
　
研
修
、
単
位
団
体
の
強
化
充

　
基
礎
的
実
験
観
察
の
徹
底
　
　
　
実

一．

黶
A
公
民
館
活
動
の
滲
透

　
調
査
と
広
報
活
動
、
成
人
教
…

　
育
の
徹
底

＝
一
、
社
会
教
育
の
振
興
青
年
．

　
学
級
、
婦
人
学
級
、
成
人
講
皿

　
座
の
充
実

　
以
上
で
あ
り
ま
す
が
、
学
校

教
育
に
し
ま
し
て
も
社
会
教
育
．

に
し
ま
し
て
も
た
だ
そ
の
当
事

者
の
み
で
は
絶
対
に
そ
の
教
育
・

効
果
を
上
げ
る
事
は
で
き
ま
せ
…

ん
。
村
民
の
協
力
を
得
て
始
め
　

て
そ
の
効
果
を
上
げ
る
事
が
で
「

き
ま
す
の
で
村
民
各
位
の
援
助

を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
．

す
。

　
　
畜
の
導
入
）

　
2
、
．
自
給
肥
料
の
増
産

　
3
、
家
庭
菜
園
の
研
究

◇
厚
生
部

　
1
、
家
族
計
画
の
推
進

　
2
、
環
境
衛
生
の
普
及
徹
底
．

◇
生
活
部

　
1
、
新
生
活
運
動
の
推
進

　
　
時
間
の
励
行
　
貯
蓄
の
増

　
　
強
　
9

　
　
諸
行
事
の
簡
素
化

　
2
、
家
計
簿
の
完
全
記
帳

　
3
、
納
税
意
欲
の
昂
揚

　
4
、
農
休
日
整
理
、
研
修
の

　
　
日
の
普
及
徹
底

⇔
年
中
行
事

　
年
中
行
事
は
例
年
と
ほ
と
ん

　
ど
同
じ
で
す
が
た
だ
昨
年
ま

　
で
八
月
に
開
催
し
ま
し
た
婦

　
人
大
会
を
本
年
か
ら
は
四
月

　
二
十
九
日
に
開
く
こ
と
と
し
．

　
十
月
に
婦
人
の
体
育
大
会
を

　
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

三
、
村
婦
協
役
員

　
会
長
塩
月
ミ
ド
リ

　
　
　
　
　
　
（
教
養
部
長
）

　
副
会
長
奈
須
エ
キ
子

　
　
　
　
　
　
（
厚
生
部
長
）
．
．

　
〃
　
　
．
古
賀
　
チ
　
ョ

　
　
　
　
　
　
（
生
産
部
長
）

　
〃
　
　
　
塩
　
月
　
マ
サ
エ

　
　
　
　
（
農
協
婦
人
部
長
）

一
書
記
会
計
　
池
　
北
　
八
千
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

富
士
　
の
歌

報村（第77号）（1）

一
当
者
合
同
慰
■
繭
祭

　
四
月
三
日
、
村
主
催
で
日
清

戦
以
来
数
次
の
戦
争
で
国
難
に

殉
じ
た
四
＝
一
柱
の
慰
霊
祭
が

成
願
寺
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

春
雨
が
し
と
し
と
と
軒
を
う

ち
、
遠
山
は
け
ぶ
り
、
満
開
の

楼
は
ほ
ろ
ほ
ろ
と
一
ひ
ら
二
ひ

ら
風
な
き
に
散
っ
て
い
た
。
堂

に
満
ち
満
ち
た
遺
族
や
村
人
達

は
英
霊
に
心
か
ら
な
る
感
謝
を

さ
ざ
げ
故
人
の
追
憶
に
ふ
け
っ

た
。

景風祭
、
．
■

慰写真は

露
＝
一
一
昌
＝
＝
一
3
3
口
3
一
＝
一
．
一
召
一
＝
一
＝
旨
一
3
一
＝
■
＝
一
冒
＝
置

村
婦
協
だ
よ
リ

■
階
・
＝
3
＝
鱒
3
0
＝
胃
零
2
＝
3
＝
一
一
3
冒
昌
旨
一
一
＝
■
一
．
＝
＝
・
＝
・

一
、
村
婦
協
本
年
度
の

　
努
力
点

　
本
村
婦
人
連
絡
協
議
会
本
年

度
の
努
力
点
が
次
の
と
お
り
決

定
い
た
し
ま
し
た
の
で
一
、
四
…

五
〇
名
の
会
員
の
方
の
御
酢
力

を
お
願
い
申
し
ま
す
。

H
運
動
方
針
　
　
　
　
入

　
1
、
家
庭
教
育
の
責
任
者
と

　
　
し
て
の
婦
人
の
向
上

　
2
、
家
庭
経
済
の
担
当
者
と

　
　
し
て
の
自
覚

　
3
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
・

　
　
つ
く
る
た
め
の
団
体
活
動
…

⇔
努
力
点

◇
教
養
部

　
1
、
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と
活

　
　
動
促
進

　
2
、
子
供
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
…

　
　
化

　
3
、
婦
人
学
級
の
徹
底
・

◇
生
産
部
　
　
－
’

　
ユ
、
副
業
の
奨
励
（
申
小
家

ロ
コ
コ
コ
ロ
コ
　
セ
コ
コ
　
　
コ
　
　
コ
　

村
青
協
だ
よ
り

わ
が
登
る
天
城
の
山
の
う
し
ろ
な
る
富
士
の
高
き
は
あ
ふ
ぎ
見
飽
か

ぬ

一、

E
村
雨
協
の
本
年
度

　
　
の
運
動
目
標
と
努
力

　
目
標
　
　
　
　
　
－

皿
e
運
動
目
標

　
一
、
青
年
の
生
活
を
よ
く
し

　
　
よ
・
つ

　
一
、
住
よ
い
地
域
社
会
を
作

　
　
ろ
う

　
一
、
青
年
の
教
育
を
青
年
の

　
　
手
で
育
て
よ
う
　
　
　
．

　
一
、
民
主
主
義
と
平
和
を
守

　
　
ろ
う

ω
実
践
す
べ
き
努
力
目
標

　
◇
教
養
部

　
1
、
各
種
学
習
活
動
の
展
開

山
川
に
湧
け
る
霞
の
た
ち
た
つ
み
敷
き
た
な
び
け
ば
富
士
は
晴
れ
た

りま
が
な
し
き
春
の
霞
に
富
士
が
嶺
の
単
な
る
雪
は
い
よ
よ
か
が
や
く

富
士
が
嶺
の
裾
野
に
立
て
る
低
山
の
愛
鷹
山
は
霞
み
こ
も
ら
う

　
2
、
貯
蓄
運
動
の
推
進

◇
産
業
部

　
1
西
調
査
学
習
に
よ
る
研
究

　
　
課
題
の
発
見
と
研
究
推
進

　
2
、
共
同
実
習
地
の
管
理
と

　
　
響

◇
体
育
部

　
1
、
リ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
生

　
　
活
化

　
2
、
キ
ャ
ン
プ
に
よ
る
精
神
㎜

　
　
訓
練

◇
家
政
部

　
1
、
近
代
女
性
と
し
て
の
教

　
　
養
を
高
め
る

　
2
、
女
子
講
座
・

以
上
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た

の
で
会
員
は
勿
論
村
民
の
方
々

の
絶
大
の
御
協
力
、
御
指
導
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
村
青
協
役
員

　
会
長
沖

　
副
会
長
池
・

　
〃
　
　
　
松

教
養
部
長
沖

産
業
部
長
酒

体
育
部
長
寺

家
政
部
長
」
矢

野田井田尾田田
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＝
．
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＝
3
＝
＝
＝
■
3
・
，
霜
3
＝
＝
＝
＝
＝
5
＝
・
・

　
　
　
　
春
の
大
掃
除

　
そ
ろ
そ
ろ
カ
や
ハ
エ
の
で
る
季
節
に
な
り

　
ま
し
た
。
家
の
中
は
勿
論
下
水
溝
や
ど

　
　
ぶ
、
塵
捨
場
な
ど
蚊
や
蝿
の
発
生
源
を
よ

　
孔
掃
除
し
駆
除
剤
を
撤
記
し
ま
し
よ
う
。

9
●
＝
■
3
　
　
●
＝
8
●
働
3
巴
働
鵬
3
儘
2
昌
●
3
●
■
●
■
3
■
日
雷
●
●
＝
●
薗
＝
■
●
一
●
躍
＝
＝
8
＝
●
●
冒
O
●
●
冨
・
3
＝
・
・
3
讐
1
8

教
育
委
員
会
だ
よ
り

e
三
月
末
に
行
わ
れ
た
県
下
教

職
員
の
定
期
異
動
で
本
村
の
先
．

生
方
の
内
二
名
が
退
職
さ
れ
八
…

名
が
他
市
町
村
へ
転
任
に
な
り
皿

十
二
名
の
先
生
方
が
御
来
任
下

さ
い
ま
し
た
。
退
職
や
転
任
さ

れ
た
先
生
方
は
永
年
本
村
の
教
．

育
に
お
尽
し
下
さ
い
ま
し
た
こ
・

と
を
村
民
一
同
心
か
ら
感
謝
申

し
ま
す
。
御
来
任
い
た
だ
き
ま

し
た
先
生
方
に
は
御
覧
の
通
り

の
山
村
で
あ
り
ま
し
て
何
か
と
門

御
不
便
の
点
も
多
か
ろ
う
と
思
…

い
ま
す
が
本
村
教
育
に
お
つ
く

し
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申

し
ま
す
。圓

圖（東中
）

　
山
田
富
多
美
教
諭

　
　
　
　
　
　
西
郷
西
中
へ

　
塩
月
良
一
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
岡
富
申
へ

　
中
野
ハ
ル
コ
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
東
郷
小
へ

（
坪
中
）

、
指
原
賢
人
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
富
島
中
へ

　
鈴
木
孝
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
北
川
中
へ

　
矢
野
フ
ジ
エ
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
坪
谷
小
へ

‘
寺
原
人
見
事
務

　
　
　
　
－
　
美
々
津
中
へ

（
東
小
）

　
寺
原
秀
昭
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
門
川
小
へ

　
寺
原
チ
カ
子
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
草
川
小
へ

　
新
保
敏
弘
教
諭
．
、

　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
県
へ

（
坪
小
）

　
黒
木
政
夫
校
長

　
　
　
　
　
　
　
山
瀬
小
へ

（
寺
小
）

　
新
名
猛
校
長

　
県
教
育
庁
東
臼
杵
出
張
所
へ

　
東
ト
ク
エ
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
幸
脇
小
へ

　
川
村
ッ
イ
ノ
教
諭

　
　
　
　
　
　
桑
野
内
小
へ

図覧（倹¥）　渡辺
直
之
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
嚢
中
よ
り

　
竹
尾
忠
重
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
宮
大
新
卒

（
坪
中
）

　
甲
斐
亥
三
郎
教
諭

　
　
　
　
　
　
富
島
中
よ
り

（
東
小
）

　
常
盤
敦
雄
教
諭

　
　
　
　
　
　
尾
向
小
よ
り

驚
難
転
子
，
常
盤
正
子
教
ド
小
よ
り

　
藤
野
ハ
ル
コ
教
諭

　
　
　
　
　
　
東
郷
中
よ
り

　
酒
井
豊
士
教
諭

　
　
　
　
　
　
恒
富
小
よ
り

（
坪
小
）

　
馬
場
一
義
校
長

　
　
県
教
育
庁
西
臼
杵
出
張
所

　
　
よ
り

　
矢
野
フ
ジ
エ
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
坪
中
よ
り

（
越
小
）

　
黒
田
千
鶴
子
教
諭

　
　
　
　
　
　
川
内
小
よ
り

（
寺
小
）

　
大
田
安
夫
校
長

　
　
県
教
育
庁
社
会
教
育
課

　
　
よ
り

　
東
ス
ミ
エ
教
諭

　
　
　
　
　
美
々
津
小
よ
り

斎
野
平
宏
道
教
諭

　
　
　
　
　
　
家
代
小
よ
り

倉
掛
三
洋
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
宮
大
新
卒

¢⇒

ｺ
和
三
十
二
年
度
村
内
各
校

．
卒
業
者
数

　
東
小
　
　
　
　
六
六

坪東越寺福坪

中中小小小小

三
四
二
七
二
五

　
一
九
一
四
二

八
八

⇔
昭
和
三
十
三
年
度
村
内
各
校

　
入
学
者
数
　
　
　
　
．

坪山越寺福山東

中中小小小小小

日赤募金

一
四
八

六
〇
五
四
六
四
二
九
九
ρ

五
三

　
　
　
　
　
．
C

嬰
8
≡
3
≡
≡
≡
一
≡
旨
≡
≡
≡
■
一
＝
一
一
≡
≡
一
≡
一
≡
＝
一
呂
≡
＝
■
≡
呂
置

…
議
会
報
告
…

ヨ
3
0
呂
一
2
圃
宣
至
講
昌
3
噂
冒
＝
噂
3
■
3
量
己
霧
≡
・
量
i
盈
3
ヨ
3
．
3
＝
・
＝
一
8
鱒
層
3
8
3
≡
・
棚

東
郷
村
議
会
臨
時
議
会
は
昭
和

三
十
三
年
三
月
二
十
七
日
招
集

さ
れ
会
期
一
日
間
で
左
記
議
案

四
件
を
審
議
原
案
ど
お
り
可
決

確
定
し
た
。

議
案
第
十
八
号
昭
和
三
十
二

年
度
東
郷
村
才
入
才
出
予
算
の

追
加
更
正

O
本
件
昭
和
三
十
二
年
度
本
村

　
才
入
端
出
予
算
の
最
終
追

　
加
更
正
で
才
凡
才
出
共
に
六

　
一
、
一
六
一
、
二
八
一
．
一
円
と

　
な
り
可
決
確
定
し
た
。

議
案
第
十
九
号
　
昭
和
三
十
二

年
度
東
郷
村
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
才
入
才
出
予

算
の
追
加
更
正
　
　
　
　
｝

0
本
件
昭
和
三
十
二
年
度
国
保

　
事
業
の
特
別
会
計
才
入
才
出

　
予
算
最
終
の
追
加
更
正
予
算

　
で
墨
入
才
出
共
に
七
、
八
一

、1㌧．幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

　
六
、
五
八
二
円
と
な
り
決
定
、
　
　
ヒ

　
し
た
。
F

議
案
第
二
十
号
　
昭
和
三
十
二

年
度
東
郷
村
国
民
健
康
保
険
直

営
診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計
才
．
　
．
．

二
才
出
予
算
の
追
加
更
正
　
　
　
　
・
噛

○
本
件
昭
和
三
十
二
年
度
最
終
　
　
　
細

　
の
国
保
直
診
施
設
勘
定
特
別
　
　
　
幽

　
会
計
才
入
才
出
予
算
の
追
加

　
更
正
で
才
入
詞
出
石
に
六
、

　
六
三
〇
、
四
九
三
円
と
な
り
　
　
緕

　
決
定
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
痴

簸
騨
鶴
潔
癖
滋

の
委
嘱
に
つ
い
て

○
本
件
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

　
う
委
員
の
委
嘱
で
あ
っ
て
次

　
の
者
を
委
員
に
委
嘱
す
る
こ

　
と
に
決
定
し
た
。
　
　
　
・

　
久
保
田
義
治
。
移
田
富
吉
η

　
塩
月
ミ
ド
リ
。
　
’

「
又
江
野
」
地
区

　
　
　
モ
デ
ル
防
犯
地
域
に
指
定

富
島
警
察
署
で
は
「
又
江
野
」

地
区
を
モ
デ
ル
防
犯
地
区
と
し

て
指
定
し
た
。

　
指
定
地
区
の
主
な
事
業
は

一
、
防
犯
思
想
の
普
及
宣
伝
に

　
　
　
　
　
　
ノ

カ
を
そ
そ
ぐ
　
　
。

　
ω
防
犯
だ
よ
り
の
発
行

　
⑧
防
犯
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
の

　
　
作
成
配
布

　
㈲
屋
外
防
犯
灯
の
設
置

　
ω
防
犯
標
識
の
設
置

　
㈲
防
犯
診
断
（
戸
締
）
な
ど

　
　
の
実
施

　
㈹
年
末
年
始
農
繁
期
等
に
お

　
　
け
る
防
犯
活
動
の
実
施

　
ω
押
売
り
等
の
防
止
運
動
の

　
’
実
施

一一

A
青
少
年
の
補
導
育
成
に
カ

　
を
そ
そ
ぐ

　
ω
春
休
み
、
夏
休
み
の
街
頭

、
巳
o
1
9
1
6
1
1
1
ー
ー
I
l
I
I
l
l
l
l
l
l
ー
ー
I
I
■
一
l
l
l
l
I
l
，
6
1
」

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

日
赤
募
金
を
婦
人
会
の
方
に
お
難
し
・

て
た
だ
今
募
金
申
で
す
。
本
年
本
村
…

の
割
当
額
は
五
万
九
千
円
で
す
・
皆
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閃

さ
ま
方
の
博
愛
の
み
心
か
ら
な
る
御
乙

協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
凋

幽
－
置
l
l
l
l
l
瞠
I
l
噛
l
o
l
l
－
1
咀
l
l
l
－
l
1
6
■
l
l
l
1
1
1
■
一
o
l
一
』

．
聴
．
㌧
醇
H
．
寧
勝
醇
障
「
覧

砂
．
．
d
－

　
　
補
導

　
ω
青
少
年
の
水
書
防
止
　
　
　
∴

　
紛
非
行
少
年
の
早
期
発
見
と
　
　
．
㌦

　
　
通
報
ω
難
聯
ソ
活
動
の
∴

三澗

�
ﾋ
鰭
雛
を
蔚

黙
安
全
協
蓋
半
者
遜

　
　
部
会
と
の
懇
談

　
働
審
秋
二
季
の
交
通
安
全
運
．

　
　
動
へ
の
参
加

四
伽
難
励
麩
藩
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拭

　
　
の
体
育
の
奨
励

で
あ
る
が
防
犯
は
警
察
だ
け
の

仕
事
で
は
な
い
。
む
し
ろ
お
互

い
が
力
を
合
せ
て
犯
罪
が
起
ら

な
い
よ
う
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
本
村
の
昨
年

の
犯
罪
件
数
は
九
一
件
で
富
島

警
察
署
管
内
で
は
多
い
こ
と
で

は
第
三
位
で
み
る
。
残
念
な
事

で
あ
る
。
、
皆
の
力
で
山
，
日
も
皐
　
　
．

く
犯
罪
を
追
放
し
て
安
心
し
て

住
め
る
村
を
民
設
し
た
い
も
の

で
あ
る
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
鞠
．
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

」
噛
．
　
h
’
∴
パ
㌧
∵
噛
《

薩
呉
隔
副
シ
鼠
眺
風
，
一
曜



欄
ノ

、

▼■

し

（2）（第77号）報

「
人
生
は
短
く
芸
術
は
長
し

と
か
、
歌
人
と
し
て
酒
仙
と

し
て
旅
人
と
し
て
ま
た
人
間

と
し
て
わ
が
若
山
牧
水
ほ
ど

広
く
大
衆
に
親
し
ま
れ
愛
さ

れ
て
い
る
者
は
な
く
、
三
三

三
十
年
牧
水
は
常
に
二
二
ち

と
共
に
生
き
、
ほ
ん
と
う
の

民
衆
詩
人
と
し
て
年
と
共
に

い
よ
い
よ
そ
の
真
価
を
発
揮

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
牧
水
は
隣
れ
た
歌
人
と
い

う
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
紀

行
文
、
随
筆
な
ど
の
散
文
も

他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
独
特
の

妙
味
を
も
つ
て
お
り
、
更
に

長
詩
、
童
謡
そ
の
他
に
も
珠

玉
の
作
品
が
す
く
な
く
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
作
が

み
な
豊
か
な
人
間
味
と
詩
情

に
溢
れ
高
垣
な
精
神
に
貫
か

れ
て
、
日
本
文
学
に
不
滅
の

光
輝
を
放
っ
て
お
り
ま
す
」

と
刊
行
の
言
葉
に
書
か
れ
て

い
ま
す
が
こ
の
偉
大
な
る
歌

人
と
郷
土
を
同
じ
う
す
る
二

一「若山牧水全集」が

し刊行されま

一一

々
東
郷
村
民
は
非
常
な
誇
と

責
務
を
感
ず
る
の
で
あ
り
ま

す
。

　
牧
水
先
生
が
逝
か
れ
て
今

年
は
丁
度
満
三
十
年
こ
の
三

　
　
　
　
　
コ

十
年
中
記
念
事
業
の
一
つ
と

し
て
「
牧
水
全
集
」
が
刊
行

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
今

後
は
何
目
発
刊
さ
れ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
村
民
の
皆
さ

ん
は
今
機
を
の
が
さ
ず
各
家

庭
に
お
そ
な
え
に
な
り
児
孫

に
の
こ
さ
れ
る
事
を
切
に
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
全
十
二
冊
宛
予
約
者
の
み

に
頒
布
し
ま
す
。
一
冊
六
〇

〇
円
で
す
。
全
巻
一
時
払
で

し
た
ら
六
五
Q
O
円
に
な
り

ま
す
。

御
希
望
の
方
は
東
郷
村
役
場

内
　
牧
水
顕
彰
会
宛
五
月
十

日
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

　¶瓶¶¶雫」「「

村

派
出
所
だ
よ
り

山
陰
部
長
派
出
所

　
新
入
学
児
童
と

　
　
　
交
通
安
全

新
入
学
児
童
を
持
た
れ
る
家
庭

に
お
い
て
は
今
ま
で
家
庭
内
に

お
い
て
の
み
遊
ん
で
い
た
も
の

が
、
急
に
自
動
車
、
自
転
車
の

往
来
の
は
げ
し
い
、
道
路
を
学

校
へ
送
り
出
し
て
無
事
に
帰
っ

て
く
れ
ば
よ
い
が
と
心
配
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
学

校
で
も
先
生
か
ら
、
そ
れ
ぐ

御
指
導
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が

各
家
庭
に
お
か
巾
て
も
次
の
こ

と
柄
を
よ
く
教
え
て
や
っ
て
交

通
事
故
の
儀
牲
に
な
ら
ぬ
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

一
、
道
路
で
は
必
ず
右
側
を
歩

　
く
こ
と
。

二
、
こ
れ
か
ら
は
雨
が
多
い
の

　
で
傘
を
さ
し
て
お
る
と
き
自

　
動
車
が
来
た
と
き
は
車
に
傘

　
が
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
い

　
切
っ
て
右
側
に
避
け
て
待
つ

辮
鍵

　
ん
で
歩
か
な
い
こ
と
。

五
、
自
転
車
の
荷
台
に
乗
せ
二

　
人
乗
り
せ
な
い
こ
と
。
　
剛

り
を
つ
く
す
者
を
み
る
と
、

こ
れ
が
日
頃
花
を
愛
し
、
歌

を
よ
み
、
詩
を
つ
く
る
同
じ

日
本
人
だ
と
は
ど
う
し
て
も

思
え
な
い
、
と
あ
る
外
国
人

が
い
っ
た
そ
う
で
す
。

△
昭
和
三
十
二
年
申
の
日
向
警

＝．

ﾕ
働
蝉
こ
の
蠕
や
直
後
を
悪
難
縫
駐
誘

七
、
子
供
は
親
の
す
る
こ
と
を
「
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
件

　
何
事
も
正
し
い
と
信
じ
、
ま
．
　
殺
人

　
ね
を
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
　
暴
行
　
　
　
　
四
〇
件

　
父
兄
は
常
に
規
則
を
守
り
安
　
　
　
脅
迫
　
　
　
　
一
〇
件

　
全
な
歩
き
方
の
模
節
を
示
す
　
　
　
強
盗
、
強
姦
　
　
難
件

　
よ
う
に
す
る
こ
と
。
　
　
　
一
　
働
害
　
　
　
　
九
六
件

◎
空
巣
ね
ら
い
に
　
そ
の
蔚
薦
み
る
と
奪
耕
人

　
御
用
心
　
　
　
　
　
を
傷
つ
け
・
少
数
の
性
格
的
な

△
浮
か
れ
て
い
る
と
ゴ
ッ
ソ
リ
も
の
を
除
い
て
他
の
大
部
分

　
や
ら
れ
る
　
　
　
　
　
　
．
が
、
酒
が
過
ぎ
て
の
酔
狂
、
’
け

△
引
引
の
あ
き
巣
被
害
は
県
下
ん
か
な
ど
が
主
と
な
っ
て
お

　
で
一
・
○
○
○
件
　
　
　
　
　
り
、
酒
が
い
わ
ゆ
る
「
き
ち
が

△
あ
き
巣
の
予
防
は
、
留
守
番
い
水
だ
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く

　
と
カ
ギ
に
工
夫
を
　
　
　
　
物
語
っ
て
い
ま
す
、

昨
年
の
日
向
署
管
内
の
窃
盗
の
　
こ
れ
か
ら
は
ま
た
綾
部
つ
つ
じ

被
害
状
況
を
み
て
み
ま
す
と
、
　
祭
り
な
ど
酒
を
の
む
機
会
が
多

　
屋
外
窃
盗
　
三
八
二
件
　
　
　
く
な
り
ま
す
が
、
み
ん
な
が
酒

　
屋
内
窃
盗
　
五
三
七
件
　
　
　
は
適
量
に
の
み
人
に
無
理
じ
い

発
生
が
あ
り
、
屋
内
窃
盗
の
約
し
な
い
、
ま
た
花
見
な
ど
に
は

七
割
が
留
守
の
家
と
戸
締
り
の
不
良
が
う
ろ
つ
き
、
つ
ま
ら
ぬ

し
て
な
い
家
で
発
生
し
て
い
ま
こ
と
に
い
ん
ね
ん
を
つ
け
た
り

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す

△
と
ら
れ
て
泣
く
よ
り
、
と
ら
が
、
こ
ん
な
と
き
は
暴
力
を
お

　
れ
ぬ
用
心
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ず
す
ぐ
警
察
官
に
連
絡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
下
さ
い
6

◎
暴
　
　
　
力
を
追
放
し
よ
う

　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
暴
力
は
出
ず
な
許
す
な
育
て

戸
ム
花
n
酒
、
け
ん
か
　
　
　
　
　
る
な
。

　
花
見
ど
き
に
は
暴
行
、
傷
害
○
暴
力
が
翼
を
の
ば
す
泣
寝
入

　
が
ふ
え
て
き
ま
す
。
花
見
酒
　
　
り
。

　
に
酢
つ
ば
ら
っ
て
醜
態
の
限

◎
陰
嚢
派
出
質
r

　
の
異
動

　
　
　
　
（
四
月
二
十
四
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

巡
査
　
　
尾
層

泉

　
（
都
城
署
へ
）

中
　
須
利
　
夫

（
都
城
署
よ
り
）

福
　
嶋
　
武
　
臣

（
延
岡
署
よ
り
）

全
国
青
年
研
究
集
会
に

参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
寺
迫
青
協

明
治
神
宮
外
苑
日
本
青
年
会
館

で
全
国
青
年
研
究
集
会
が
二
月

二
四
日
か
ら
二
八
日
迄
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
県
代

表
と
し
て
出
席
致
し
ま
し
た
私

は
第
二
部
門
の
第
四
分
科
会
に

四
日
間
出
席
し
各
県
を
代
表
し

て
来
た
全
国
の
青
年
と
お
互
に

発
表
し
討
議
し
ま
し
た
。

私
達
（
第
二
部
の
第
四
分
科

会
）
の
テ
ー
マ
は
「
新
し
い
出

作
り
と
農
家
経
営
」
で
助
言
者

の
先
生
は
大
谷
省
三
、
山
田
清

人
、
磯
部
秀
俊
の
三
階
で
始
め

に
個
人
の
発
表
を
六
分
間
で
済

し
後
は
討
議
と
な
り
特
に
発
表

を
通
し
て
経
営
診
断
か
ら

一
、
農
繁
期
の
労
働
ピ
ー
ク
の

　
均
等
化

2
、
多
角
経
営
に
よ
る
現
金
牧

　
入
の
増
加

3
、
村
の
し
く
み
や
人
関
係
の

　
改
善
を
は
か
っ
て
の
仲
間
つ

　
く
h
ソ

4
、
農
業
協
同
組
合
の
問
題
、

　
あ
る
い
は
農
休
日
の
問
題
巾

　
広
い
分
野
か
ら
レ
ポ
ー
ト
を

　
と
お
し
て
討
議
し
た

ま
ず
最
初
に
生
産
や
経
営
の
改

善
に
役
立
つ
仲
間
づ
く
り
や
新

し
い
村
づ
く
り
や
新
し
い
村
づ

く
り
は
自
己
の
経
営
に
対
す
る

正
し
い
在
り
方
や
考
え
方
を
持

た
な
い
限
り
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
経
営
の
正
し
い
あ
り

方
を
提
出
さ
れ
た
間
題
の
中
か

ら
話
し
合
っ
た
。

’
多
角
経
営
は
も
う
か
る
か

　
海
　
野
　
清
　
房

そ
の
申
で
農
繁
期
の
労
働
ピ
ー

ク
を
下
げ
る
た
め
、
水
稲
の
早

期
栽
培
を
実
施
し
更
に
は
労
力

節
減
に
よ
る
余
剰
労
力
を
そ
菜

栽
培
や
豚
の
飼
育
に
向
け
耕
う

ん
機
の
導
入
に
よ
っ
て
得
た
労

力
を
胡
瓜
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
へ

［
ま
た
花
の
温
室
栽
培
に
よ
っ
て

「
現
金
言
入
を
図
っ
た
例
な
ど
が

　
　
　
話
し
合
わ
れ
た
。
し
か

　
　
　
し
事
実
は
苦
労
し
て
多

昭和33年4月25日発行

産
過
剰
問
題
も
あ
り
ム
一

年
の
秋
野
菜
の
値
下
り

の
例
も
あ
り
ま
た
乳
牛

を
入
れ
て
も
乳
価
の
価

下
り
と
必
ず
し
も
安
定

し
た
経
営
と
は
い
え
な

い
。
多
等
化
に
よ
っ
て
換
金

作
物
や
畜
産
物
に
よ
る

現
金
収
入
が
増
す
に
し

て
も
そ
れ
は
当
り
は
ず

れ
の
多
い
投
機
営
農
で

あ
り
土
地
を
荒
ら
し
乳

頼
れ
る
も
の
が
な
い
心
細
い
現

況
で
あ
る
。
政
策
に
し
て
も
有

畜
営
農
を
す
、
め
て
お
り
な
が

ら
価
格
の
保
証
は
な
さ
れ
て
な

い
底
抜
け
政
策
、
さ
ら
に
は
海

外
輪
出
の
肥
料
は
政
府
で
出
血

を
覚
悟
で
安
い
価
格
で
販
売

し
、
国
内
の
も
の
は
そ
れ
よ
り

は
る
か
に
高
い
価
格
で
あ
る
事

実
な
ど
私
達
は
も
っ
と
み
つ
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
こ
う
し
た
こ
と
を
率
直
に

生
産
活
動
と
い
う
積
上
げ
の
中

で
組
織
化
し
政
治
の
中
に
反
映

し
て
ゆ
く
活
動
も
、
よ
り
大
切

な
こ
と
を
確
認
し
合
っ
て
全
国

の
青
年
と
別
れ
た
。

i保i

健蓬垂
iだi
i
吉
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
の
育
児

角
化
を
は
か
っ
て
も
生
皿
日
、
一
日
と
暖
か
く
な
っ
て
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
「
一
り
蒙
す
芽
が
土
を
破
っ
て
出
て
来
る

様
に
赤
ち
ゃ
ん
の
着
物
も
次

第
に
ぬ
が
し
て
や
り
ま
し
よ

う
。
赤
ち
ゃ
ん
は
大
人
と
比

べ
物
に
な
ら
ぬ
程
沢
山
の
熱

を
体
の
中
で
作
り
ま
す
。
こ

の
熱
を
に
が
し
て
や
ら
な
い

と
病
気
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
袖
口
、
足
も
と
等
ゆ
っ

く
り
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。

又
赤
ち
ゃ
ん
は
腹
で
息
を
し

ま
す
オ
ム
ツ
や
ひ
も
で
固
く

　
し
ば
ら
な
い
様
に
し
ま
し
ょ

　
　
O

　
，
h
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p

　
　
　
　
　
　
　
ロ

暑
い
日
零
は
ぼ
つ
ソ
て
物
が
く

さ
り
は
じ
め
ま
す

　
人
工
栄
養
児
は
補
乳
び
ん

　
（
乳
び
ん
）
の
消
毒
に
気
を

　
つ
け
ま
し
よ
う
。
ミ
ル
ク
は

　
い
ろ
ん
な
バ
イ
キ
ン
が
育
つ

　
の
に
一
番
い
㌧
所
で
す
。
下

　
痢
を
よ
く
す
る
赤
ち
ゃ
ん

　
は
、
乳
び
ん
の
申
に
バ
イ
キ

　
ン
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
い
た
と

　
言
う
例
が
案
外
多
い
の
で

　
す
。
乳
び
ん
は
必
ず
消
毒

　
（
煮
る
）
し
て
使
い
ま
し
よ

　
．
り
。

ボ
ツ
く
と
虫
に
さ
、
れ
た
様

に
赤
く
な
る
病
気

　
ス
ト
ロ
フ
ル
ス
と
言
い
ま
す

　
ケ
シ
側
部
の
水
ブ
ク
レ
が
出

　
来
一
週
間
位
で
黒
く
な
っ
て

　
な
お
り
ま
す
が
こ
の
頃
に
は

・
又
次
の
が
出
て
い
ま
す
。
気

　
候
の
変
り
目
に
多
く
、
体
質

　
か
ら
出
来
る
と
言
わ
れ
ま

　
す
。
ま
つ
放
っ
て
置
い
て
も

　
い
～
で
し
ょ
う
。

夜
と
ひ
る
の
温
度
が
よ
く
変
る

月
で
す

　
赤
ち
ゃ
ん
は
温
度
の
変
化
が

　
ひ
ど
く
体
に
こ
た
え
ま
す
。

　
朝
夕
着
物
の
調
節
に
御
注
意

　
下
さ
い
。
大
人
の
着
て
い
る

　
着
物
に
一
枚
多
い
位
が
先
づ

　
適
当
で
し
よ
う
。

牛
を
し
ぼ
れ
る
だ
け
し
ぼ
り
取
…

る
掠
奪
営
農
で
あ
り
不
安
定
一
　
笛
剛
十
回

だ
、
し
か
も
ま
す
ま
す
営
農
を
．

号
し
い
も
の
に
し
て
ゆ
く
も
の
一
　
日
本
の
婦
人
が
は
じ
め
て
国

窮
鞭
霧
鶴
毒
唄
懸
札
昧
⑳
備
和

的
で
は
な
く
営
農
の
基
盤
で
あ

る
土
地
を
高
度
に
利
用
し
つ
、

も
肥
え
さ
せ
て
ゆ
く
よ
う
な
循

環
に
よ
る
培
養
効
果
を
考
慮
し

て
経
営
の
安
定
を
言
立
す
る
こ

と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
本
当
の

経
営
の
在
り
方
だ
「
牛
飼
い
」

と
「
酪
農
」
は
異
な
る
こ
と
を

確
認
し
合
っ
た
の
だ
っ
た
。

け
れ
ど
も
目
先
の
現
金
収
入
を

考
え
ね
ば
生
き
て
ゆ
け
な
い
現

在
の
農
家
の
実
情
も
切
実
に
訴

え
ら
れ
て
お
り
、
経
営
の
形
と

し
て
は
多
角
化
に
な
る
の
は
当

然
か
も
知
れ
な
い
が
こ
う
し
た

問
題
と
取
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
こ

そ
大
切
で
あ
る
こ
と
が
話
し
合

わ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
共
同
化

冗
ど
う
進
め
る
か
」
　
「
産
業
部

と
4
H
ク
ラ
ブ
」
「
農
協
問

題
」
等
が
話
し
合
わ
れ

最
後
に
今
の
経
営
の
中
で
安
定

し
た
作
物
と
い
え
ば
米
以
外
に

婦
人
週
間
に
つ
い
て

こ
の
選
挙
か
ら
婦
人
も
男
子
と

と
も
に
政
治
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
四
月

十
日
を
記
念
し
て
昭
和
二
十
四

年
よ
り
四
月
十
日
か
ら
一
週
間

を
「
婦
人
週
間
」
と
し
て
婦
人

の
地
位
の
向
上
に
つ
と
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
本
年
の
婦
人
遍
間
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
『
正
し
い
協
同
活
動
を
と
お
し

　
て
帰
人
の
力
を
役
立
た
せ
ま

　
し
よ
う
』

で
あ
り
ま
す
。

　
一
人
一
人
が

　
　
よ
く
考
え

　
　
よ
く
判
断
し
て

　
　
勇
気
と
忍
耐
を
も
つ
て
実

　
　
悪
し

　
お
互
に

　
　
自
分
の
身
に
な
っ
て
考
え

　
　
み
ん
な
で

　
　
ま
ず
話
し
み
っ
て

力
を
出
し
あ
わ
せ
て

社
会
を
明
る
く
し
ま
し
よ
う

・
た
す
け
あ
う

　
つ
な
ぎ
あ
う
手
が

　
花
咲
か
す

備
え
あ
れ
ば

　
　
　
憂
い
な
し

　
貯
蓄
を
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　

　
今
年
こ
そ
は
、
来
年
度
に
は

…
：
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
希
望
や

夢
を
お
持
ち
で
す
か
。
　
，

新
し
い
農
機
具
…
・
家
畜
を
…

或
い
は
便
利
で
清
潔
な
台
所

を
…
・
：

電
気
洗
濯
器
を
・
：

あ
な
た
の
夢
と
希
望
に
貯
蓄
で

橋
を
か
け
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
コ

　
そ
の
ほ
か
人
生
航
路
に
は
…

雨
や
嵐
の
暗
い
日
も
あ
り
ま

す
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

不
意
の
出
費
に
備
え
て
平
常
の

準
備
を
い
た
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
こ
の
位
な
ら
毎
月
預
け
ら
れ

　
の
　
る
」

　
と
い
う
金
額
を
俸
給
な
り
、

月
々
の
攻
入
や
小
遣
銭
の
中
か

ら
天
引
し
て
積
立
て
ま
す
と
い

つ
の
間
に
か
思
い
が
け
な
い
ほ

ど
の
ま
之
ま
っ
た
金
額
と
な
っ

て
非
常
に
お
役
に
立
ち
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

「
余
っ
た
金
を
貯
金
す
る
」
で

　
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
決
し
て
貯

金
は
で
き
ま
せ
ん
。
天
引
き
貯

金
を
し
て
残
り
の
金
で
暮
し
を

立
て
る
計
画
と
努
力
こ
そ
貯
蓄

の
秘
訣
で
す
。

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　

「
就
職
資
金
に
一
万
円
を
」

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

「
台
所
の
改
善
に
二
万
円
を
」

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
結
婚
の
準
備
金
に
三
万
円
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　

「
子
弟
の
敏
育
資
金
に
五
万
円

　
　
　
を
」

な
ど
と
目
標
を
た
て
て
毎
月
貯

金
を
い
た
し
ま
し
よ
う
。

騨
産
卵
難
に
必

要
な
養
分

　
産
卵
難
に
必
要
な
養
分
、
卵

を
産
む
錐
は
エ
サ
を
よ
く
喰
べ

る
が
、
喰
べ
る
か
ら
と
い
っ
て

粗
悪
な
も
の
を
与
え
た
り
腐
れ

た
も
の
を
与
え
る
と
、
胃
腸
を

そ
こ
ね
た
り
、
肝
臓
肥
大
症
の

原
因
に
な
る
の
で
エ
サ
の
質
や

配
合
、
分
量
な
ど
に
つ
い
て
充

分
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
錐
の
体
を
維
持
し
そ
の
上
に

卵
を
産
む
た
め
の
養
分
は
、
餌

の
中
の
蛋
自
質
が
基
礎
に
な
る

　
こ
の
外
に
可
溶
無
窒
素
物

（
澱
粉
質
）
や
脂
肪
分
が
必
要

な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
こ
れ
ら
の
養
分
は
ふ
だ
ん

の
エ
サ
の
中
に
充
分
ふ
く
ま
れ

て
い
る
の
で
考
え
る
必
要
は
な

い
。
　
産
卵
と
健
康
の
た
め
に
は
一

番
蛋
白
質
が
重
要
で
あ
る
が
、

で
は
ど
の
幾
度
や
れ
ば
よ
い
か

と
い
う
と
、
大
体
蛋
白
質
の
含

有
量
が
エ
サ
の
中
に
二
〇
％
～

二
二
％
位
あ
っ
て
一
羽
で
二
七

匁
～
三
〇
匁
程
度
毎
日
た
べ
て

お
れ
ば
平
均
玉
割
以
上
、
つ
ま

り
年
間
二
〇
〇
個
の
卵
を
産
む

こ
と
が
で
き
る
。

　
要
す
る
に
問
題
は
、
蛋
白
質

の
含
有
量
が
二
〇
％
以
上
の
エ

サ
を
一
日
、
一
羽
当
り
二
七
匁

以
上
亡
べ
さ
せ
ビ
タ
ミ
ン
A
、

D
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
配
合

し
、
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
分
を
適
宜

与
え
て
お
れ
ば
よ
い
。

郷
土
の
“
日
常
潴
”
解
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ひ

ム
セ
シ
コ
・
ゲ
ツ
，

一
腺
番
尻
（
穴
）

　
意
…
吝
二
者
（
シ
ワ
ン
坊
）

　
解
…
線
香
は
多
く
の
香
料
類

　
　
を
粉
末
に
し
て
糊
で
固

　
　
め
、
小
さ
な
孔
か
ら
絞
り

　
　
出
し
て
線
（
い
と
）
の
よ

　
　
う
に
作
る
も
の
。

　
　
其
の
製
作
工
程
の
実
況
を

　
◎
移
し
て
、
金
品
を
出
し
惜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
し

　
　
み
、
手
放
し
渋
る
ケ
チ
ぶ

　
　
り
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の

　
（
ケ
ツ
は
尻
の
卑
称
）

ム
ハ
ナ
モ
ケ
（
ハ
ナ
ム
ケ
）

一
二
　
意
…
饒
別
の
金
品
類

　
解
…
「
馬
の
鼻
向
ケ
」
の
略

　
　
昔
、
旅
立
つ
人
を
送
別
に

　
　
来
て
、
其
の
旅
荷
を
負
う

　
　
た
馬
の
鼻
を
行
先
き
の
方

　
　
角
に
引
向
け
て
見
送
つ
た

　
　
習
わ
し
よ
り
出
で
、
後

　
　
　
　
か
馬
㌧
e

　
　
世
、
門
出
に
贈
る
金
品

　
　
や
、
詩
歌
な
ど
、
凡
て
送

　
　
別
の
品
々
の
通
称
と
化
し

　
　
た
も
の
。

ム
ド
ン
ク

ー
タ
ニ
グ
ク
（
谷
募
）

　
意
…
「
ヒ
キ
ガ
エ
ル
」
の
古

　
　
　
名

　
解
…
「
タ
ニ
グ
ク
」
と
は
谷

　
　
　
　
い
　
　
カ

　
　
間
で
ク
ク
と
鳴
く
よ
り
名

　
　
つ
く
と
い
う
。

　
　
タ
ニ
グ
ク
ー
タ
ニ
ク
ー

　
　
タ
ン
ク
ー
、
ト
ン
ク
ー

　
　
「
ド
ン
ク
」
と
略
転
、
音

　
　
便
化
せ
る
も
の
。

　
　
万
葉
集
・
五
に
『
た
に
ぐ

　
　
く
の
、
さ
わ
た
る
き
は

　
　
み
』
云
々
な
ど
あ
り
。

　
　
（
此
の
古
名
を
伝
承
し
て

　
　
今
に
俗
用
し
て
る
の
は
恐

　
　
ら
く
全
国
で
吾
が
郷
土
丈

　
　
け
で
あ
ろ
う
。
改
め
て
郷

　
　
土
を
見
直
す
可
き
だ
｝

ム
ツ
ム
ジ
　
　
　
’

一
旋
毛

　
癒
・
．
・
脳
天
の
「
キ
リ
キ
リ
巻

　
　
き
」
「
ギ
リ
ギ
リ
」

　
　
　
　
ひ
弔
く
λ

　
解
…
「
百
会
」
1
頭
親
テ
ツ

　
　
ベ
ン
に
在
る
渦
巻
い
た
毛

　
　
ω
『
1
曲
り
』
と
は
ツ
ム

　
　
　
ジ
は
頭
頂
の
「
百
会
」

　
　
　
に
在
る
の
が
正
常
だ

　
　
　
が
、
そ
こ
を
外
れ
た

　
　
　
い
　
し
　
う

　
　
　
イ
ガ
ミ
の
変
り
種
の

　
　
　
事
。
即
ち
イ
ヂ
ケ
者
。

　
　
　
ヒ
ネ
ク
レ
。
ネ
ヂ
ケ

　
　
　
者
。
片
意
地
な
事
書

　
　
ω
『
1
が
曲
が
る
」
は
根

　
　
　
性
が
素
直
で
な
く
、
反

　
　
　
抗
じ
た
が
る
事
。

・
海

野
　
実
　
門

㈹
『
一
を
曲
ぐ
』
は
反
対

　
し
て
従
わ
ぬ
。
カ
ブ

　
リ
振
る
。
ソ
ツ
ボ
を
向

　
く
。
　
　
　
，

ム
ヘ
ソ
ク
リ

i
屠
繰

　
意
…
瞭
繰
金
の
略

　
解
：
女
僧
が
チ
ビ
チ
ビ
倹
約

　
　
し
て
内
密
に
貯
め
た
金

　
　
「
繰
る
」
は
引
出
す
、
数

　
　
え
る
、

　
　
推
算
の
意
に
使
う
。
即
ち

　
　
「
暦
を
繰
る
」
　
「
日
を
繰

　
　
る
」
な
ど
、

　
　
『
老
人
物
語
』
一
（
正
徳
｝

　
　
に
解
く
ト
〃
胴
巻
と
云
う

　
　
も
の
を
仕
出
し
、
人
々
銭

　
　
を
そ
れ
に
入
れ
て
、
腹
に

　
　
結
付
け
置
き
所
用
あ
る
時

　
　
は
懐
ろ
よ
り
数
え
出
し
て

　
　
　
　
　
ヤ
　
も
　
ヤ
　
も

　
　
使
え
ば
へ
そ
く
り
の
名
を

　
　
さ
え
蒙
ら
し
め
て
〃
云
々

後
配

編
集

＠

◇
野
に
山
に
里
に
咲
き
乱
れ
て

　
い
た
百
花
も
い
つ
の
間
に
か

　
散
り
果
て
て
緑
の
色
が
日
一

　
日
と
濃
く
な
っ
て
い
く
。
田

　
圃
の
麦
の
穂
に
初
夏
の
風
が

　
そ
よ
い
で
い
る
。
美
々
津
の

　
清
洌
に
若
鮎
が
お
ど
っ
て
い

　
る
。
万
物
す
べ
て
静
よ
り
動

　
へ
と
移
行
し
た
。

◇
又
江
野
部
落
が
モ
デ
ル
防
犯

　
地
区
に
指
定
を
う
け
た
と

　
か
。
指
定
を
う
け
よ
う
が
受

　
け
ま
い
が
防
犯
は
わ
れ
く

　
の
っ
と
め
の
一
つ
で
あ
る
。

　
年
々
本
村
か
ら
も
相
当
数
の

　
犯
罪
が
で
て
い
る
　
残
念
な

　
こ
と
で
あ
る
。

　
「
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
生

鑛
論
難
鰐
残

　
願
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

　
る
。
一
つ
こ
の
機
会
に
も
う

　
一
度
防
犯
に
つ
い
て
真
剣
に

　
考
え
て
み
て
犯
罪
な
き
村
の

　
建
設
に
つ
と
め
よ
う
。

◇
本
月
号
に
は
村
教
育
方
針
を

　
は
じ
め
村
婦
協
、
柑
青
協
の

　
本
年
度
の
努
力
事
項
を
か
～

　
げ
た
。
御
一
読
を
い
た
y
き

　
全
村
民
の
御
支
援
を
得
て
こ

　
れ
が
充
分
に
実
践
さ
れ
て
村

　
振
興
に
寄
与
し
て
い
た
旧
き

　
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
麦
の
風

　
　
菜
種
の
花
は
散
り
に
け
り

ナ、

’

申～

，
ゆ、

～
犠
　
プ

”　　　　　卿冒．L凶煽∴此
L

㌔倒

一
齢

碁

一
醸
｛

、

覇臨の’曜鵡

↑

イ
　
　
殉

‘
7
可
」
　
卜

臨
碍
ー
ー
ー
悔
」
寄
　
　
匹
ア
㌧
二
瀞
匹
τ

　
阜
　
　
　
　
配
4
　
亀

蒔
㌧
ζ
一
」


	昭和三十三年度東郷村教育方針と努力点について
	村婦協だよリ
	村青協だより
	教育委員会だより
	議会報告
	「又江野」地区-モデル防犯地域に指定

	若山牧水全集」が刊行されました

	派出所だより
	全国青年研究集会に参加して-寺迫青協-海野清房

	保健だより
	第十回婦人週間について

	郷土の“日常語”解明－海野実門


